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研究成果の概要： 

１９世紀イギリスにおいて、男性性という理念・規範がいかに形成されたか、また逆にその

理念・規範においていかに揺らぎが生じたのかを、ウォルター・ペイターとオスカー・ワイル

ドを中心にして、当時の文学テクストにおける男性性の表象を検証することにより具体的に把

握することができた。この研究を通して、１９世紀末イギリスにおける男性性をめぐる構築と

脱構築との葛藤のダイナミズムが理解可能となった。 
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                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 6,000,000 1,800,000 7,800,000 

2007 年度 5,300,000 1,590,000 6,890,000 

2008 年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 

年度  

  年度  

総 計 15,100,000 4,530,000 19,630,000 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：文学・ヨーロッパ語系文学 

キーワード：男性性、マスキュリニティ、ホモセクシュアリティ、女性性、新しい女、 

ウォルター・ペイター、オスカー・ワイルド、J.A.シモンズ。 

 
 
１． 研究開始当初の背景 

 
日本ワイルド協会および日本ペイタ

ー協会において、イギリス１９世紀後期
から２０世紀初頭にかけての文学世界
を対象にして、男性性の歴史的編成と同
性愛の問題に関心をもっている研究者
を中心にして共同研究を開始した。 

２． 研究の目的 
 
１９世紀後期のイギリスにおいて、男

性性の理念・規範がいかに言説によって
形成されていったか、あるいはその理念
等がいかに対抗的な勢力・言説、そして
特に文学的表象によって脱構築された
かを、総合的に研究するのが目的であっ
た。男性的主体の確立とその揺らぎのあ
りようとその過程を、文化的・歴史的状

 
 



況を踏まえつつ、文学テクストを中心と
する言説を通して具体的に検証するこ
とをめざした。 

 
 
 
３． 研究の方法 

 
研究班を、大きく、ペイター研究を中

心とする班とワイルド研究を中心とす
る班に分けて研究に従事し、年に数回の
共同研究会を開いてそれぞれの研究成
果を報告し合った。 

また、海外および国内において本研究
課題に不可欠な文献・資料の収集に努め
るとともに、海外の研究者の招へいや海
外で開催される学会大会・フォーラムへ
の参加等、国際的な学術交流を積極的に
実行した。 

 
 
 
４． 研究成果 

 
   １９世紀イギリスにおける男性性を

めぐってその構築と脱構築をはかる言
説界のダイナミズムを、文学テクストの
みならずその周辺の文化的・歴史的テク
ストにわたり広範に検証することを通
して、明確に把握できたことは大きな成
果であった。さらに、本研究課題は、今
後における研究発展の可能性を多分に
孕んでいる、なお一層興味深いテーマで
あることを確信できたことも大きな成
果であった。 

   研究成果は、『１９世紀イギリスにお
ける男性性の構築と脱構築のポリティ
クス：研究報告書』（玉井アキラ編著、
A4 版、総ページ数１６０、平成２１年３
月）にまとめて刊行した。 
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